
  １学年校外学習 ～横浜市八景島～ 

１２月１０日（金）、延期になっていた１年生校外学習が、行き先を館山方面から横浜八景島

（シーパラダイス）に変更して行われました。当日は天気が良く、園内も比較的空いており、絶

好の校外学習日和となりました。スクール教育プログラム及び班別学習等、様々な体験をよい思

い出にして、今後の学校生活に生かしていきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒たちは、まずスクール教育プログラム「東京ワンダーウォッチャーズ」に参加し、世界的

に関心が高まっている『ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）』について学習しました。環境につい

て学習した後は、Ａ組・Ｂ組混成の９班に分かれて、元気よく班別行動を行いました。  

 

 

 

 

 

Ａ組 Ｂ組 

 

 

 
 

 
 

令和３年１２月号 【学校教育目標】「知・徳・体」の調和がとれた、心身ともにたくましい生徒の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

学校訓 「凡事徹底・脚下照顧」 
目指せ！挨拶日本一 

神崎中だより 
教室に「二酸化炭素濃度計」導入 

 表紙：椎名樹里さん、関玲奈さん 裏表紙：井上こころさん  

八景島シーパラダイスに到着後、入口付近で学級ごとに記念撮影。これから始まる学習にワクワク気分です！ 

ウミガメの出迎え！ 

海の生き物や東京湾に漂着したプラスチックごみなどについて、説明を聞きました。環境への意識が高まりました！ 

マスコット「シーパラ シー太」くん 
血液型 Ｏ型 星座 牡牛座 

 

東京湾の「かき」！ シロイルカのショー バイキング！ 楽しい昼食タイム！ 



 

昼休み自主学習（３年生） ～ 過去問題への取組 ～   
 昼休みになると、３年生の希望者が入試に向けて自主的に会議室に集まり数学の過去問題を解

き始めています。続けることで、ケアレスミス等もなくなり、計算力が各段に高まります。 

３年生の皆さん、『凡事徹底』の精神で、是非とも継続して頑張ってください。 

※【凡事徹底】１日なら誰でもできる平凡なことを徹底して続ける。それが非凡となる！ 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

福祉教育 ～ 車いすバスケ体験 ～  特別講師 森谷 幸生 選手 
 １２月３日（金）福祉教育の一環として、車いすバスケットボール選手の森谷幸生選手をお招

きし、２学年を対象に体験活動を行いました。専用の車いすに乗るのは初めてなので、貴重な体

験ができました。生徒たちは意欲的に活動し、森谷選手も「自分ももっと頑張らないと！」とお

っしゃっていました。  ※ 森谷 幸生 選手（NO EXCUSE 所属 日本代表として国際大会出場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森谷選手のサインと記念ボール 

一斉に整列、森谷選手から様々な動き方を教えていただきました！ 説明に集中。傾けてボールの位置を高く！ 

最後に記念撮影。森谷選手は腕も相当鍛えていて、ものすごい太さでした！ 

皆さん、どんどん挑戦します！ 

見学の３年生も体験しました！ 

いよいよ、試合体験です！ 後ろ向きでシュート！ 

継続は力なり！ 

努力は突然報われる！ 

熱い数学科主任 



福祉教育 ～手話体験教室～ 

 １２月１０日（金）手話ボランティアの坂本早苗さん（神崎町在住）を講師にお招きして、

２学年を対象に『手話体験教室』を行いました。初めて体験する生徒も多く、とても充実した

時間を過ごすことができました。聴覚障がい者は、世の中の音が聞こえにくい、または聞こえ

ないため、不安がとても大きいそうです。だから、安心してもらえるようにすすんで声を掛け

ること（手話など）が大切です。生徒の皆さん、ノーマライゼーション社会（障がい者や高齢

者が健常者とともに普通の生活を営むことを当然とする社会）を意識して、今後とも助け合え

る豊かな心をもち続けていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとう！ 

令和３年度 人権作文  ～最優秀賞に福田さん！～ 
全国中学生人権作文コンテスト香取協議会大会で、福田光希さん（２年）が最優秀賞、更には 

澤田実来さん（２年）と根本航拓さん（２年）が優良賞に選ばれました。なお、福田さんの作品は

県コンテストに出品され、奨励賞をいただきました。 

社会では残念ながら、人権を侵害する出来事が起こっています。一人一人がもっている人権に

ついて、今後の人生でずっと意識していくことはとても大事なことです。今回は、福田さんの作

品を紹介します。生徒の皆さん、是非とも一読して人権尊重の糧としてください。 

【最優秀賞】 

２Ｂ 福田 光希さん「善意の差別」 

【優良賞】 

２Ａ 澤田 実来さん「無意識の偏見」 

２Ｂ 根本 航拓さん「顔の見えない人権侵害」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

「ごめんなさい」眉間をつまんで、拝む。 講師の坂本さんを囲んで記念撮影、皆すてきな笑顔です！ 

「ありがとう」是非覚えましょう！ 講師の話に集中しています！ 実際に様々な手話を体験しています！ 

神崎中学校の人権作文に対する長年の取組
に対して、法務省より感謝状を頂きました。 

世界人権宣言 第１条 
すべての人間は、生まれながらにして自由であり、かつ、

尊厳と権利とについて平等である。 
人間は、理性と良心を授けられており、互いに同胞の精神

をもって行動しなければならない。 



善意の差別 

                           神崎町立神崎中学校 ２年 福田 光希 

みなさん、ダウン症とは何か知っていますか。ダウン症とは知的障害や身体的異常を伴う病気です。私

のいとこはダウン症を患っています。ですが、私や弟と同じように遊ぶこともできます。いとこは今年で

十七歳になります。私より三つ年上で、盆や正月にみんなで集まるときは、私や弟を兄弟のように可愛い

がってくれます。 

小学校高学年の正月、祖父母の家へ行くと私よりも少し小さくなったいとこがいつものように、私のそ

ばにかけ寄ってきました。私はこの時、初めて母からいとこがダウン症という病気を患っていることを聞

かされました。ですが、子どもながらに「いとこは周りと少し違う。」と感じていた私は、母からこの話

を聞いたときあまり驚きませんでした。そして「いとこは周りと少し違う。」という考えは間違っている

ということに気づきました。 

小学校の校外学習で、私は特別支援学校を訪れました。そこには、いとこと同じ病気をもっている子や、

思うように手足を動かせない子などいろいろな人がいました。はじめは「これ、できるのかな。大丈夫か

な。」と何をするにも心配ばかりしていました。支援学校の子がいすを運ぼうとしているのを見て、「手

伝おうか。」と言うと、その子は「大丈夫、自分でできるよ。」と無邪気に笑って言いました。私は何だ

か、「心配しなくても大丈夫だよ。」と言われているようで安心しました。少し手を貸してあげなければ

ならないところもありましたが、支援学校の子たちは私が思っているよりずっとできることがたくさんあ

りました。最初から「できないかもしれない。」と勝手に決めつけて全てやってあげるのではなく、まず

は近くで見守り、できるように寄り添っていくことが大切だと学びました。 

私はノーマライゼーションの考え方が好きです。ノーマライゼーションとは、「障害のある人も障害の

ない人と同じ条件で暮らす権利がある」という考え方です。障害があるからといって、私たちと同じ生活

ができないわけではありません。私は、もっとたくさんの人にこの、ノーマライゼーションの考えが広ま

ってほしいと思います。そのためには、まず私自身が普段の生活を見直していき、隠れている差別がない

か周りをよく見て行動するようにしたいです。そして、このように私たち一人一人ができることから少し

ずつ差別をなくせるように意識していくことで、みんなが平等に、差別のない社会を創っていきたいです。 

そして、私はもう一つ大切なことに気づくことができました。それは、障害のある人も障害のない人も

みんな同じだということです。私のいとこは、障害を通して大変な思いもたくさんしてきたと思います。

「障害」というと、どこか壁があるように感じ、どこまで踏み込んでよいのか戸惑ってしまうこともあり

ます。ですが、その度に私は自分自身へ「いとこはどうしたいのだろう。」と問いかけるようにしていま

す。相手の気持ちを考えることは、ノーマライゼーションの考えに結びつくと思うからです。人には誰し

も得意、不得意があってそれが当たり前のことです。勉強が得意な人もいれば、当然苦手な人もいます。

ですが、勉強が得意な人、不得意な人も平等で同じ人間です。また、障害のある人、障害のない人もみん

な同じ人間なのです。私たちは一人一人、みんな同じ人権を持っています。 

障害のある人に対し、過度に心配して何もさせないのは、かえってその人たちの人権も傷つけてしまっ

ていると思います。みんなが平等に暮らせる社会にしていくには、以前の私のような、よかれと思ってし

ていた「善意の差別」をなくしていくことが必要なのではないかと思います。相手に対して、「これはで

きないと思うからやめよう。」と憶測で決めつけるのではなく「どうしたらできるのか。」「難しいとこ

ろはどこなのか。」と、その人が無理なく楽しめる方法を一緒に見つけていくことが大切だと思います。

そして、その中で新たに発見した楽しみや驚きも分かち合えるようになりたいです。私は障害があるかな

いかに限らず。これからもこのような考え方を大切に、日々の生活で生かしていきたいです。また、自然

な形で寄り添いながら共に成長していける一人でありたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【今後の主な行事予定】 

  １月 ７日（金） 始業式、校内書初め大会 

    １１日（火）～１２日（水） ３年実力テスト、１・２年課題テスト 

１２日（水） 生徒人権集会（講師 人権擁護委員）、避難訓練（不審者対応） 

    １７日（月）～１９日（水） ３年三者面談（希望者）、私立高校入試 

２１日（金） ＰＴＡ役員選考委員会 

    ２６日（水）～２７日（木） １・２年実力テスト 

    ２８日（金）～３１日（月） ２年職場体験学習（各事業所） 


